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 改良した実験手法と改良型茂木型真三軸試験装置を用いて、35 x 35 x 70 mm の角柱形に整形したベレア
砂岩と天津泥岩の変形-透水実験を行なった結果、ベレア砂岩の透水試験では、変形が進むにつれてσ1方向
とσ2方向で大きな透水異方性があらわれた。特にσ2 > (σ1+σ3)/2 の破壊強度が比較的大きい領域では、










               審   査   の   要   旨 
 
 佐藤氏の研究では茂木型真三軸試験装置を改良した真三軸変形透水試験装置をもちいて、岩石の変形・破
壊にいたる間の透水性の変化、主応力(応力比)と透水異方性との関係を評価した。従来型では一方向しか測
定できなかった透水性を、真三軸変形試験装置を改良して二方向で測定する技術を開発したことによって、
変形中の岩石試料の透水異方性の変化を明らかにした。佐藤氏は開発途上の試験器の立ち上げ時点から運用
をはじめ、試験器と実験手法の改善に貢献しながら、付加体堆積物の透水実験データを提出し、地下におけ
る岩石の置かれた応力状態とその履歴が、どのように変形・破壊過程や透水異方性の発達に影響を及ぼすか
を提示し、とくに岩石の変形および水理特性に与える応力比の影響について考察した。これらの研究の中で、
フローポンプ法透水試験の流量を大きくすることで、精度良く比貯留係数を求めることに成功したこと、岩
石の変形挙動はσ3だけでなくσ2にも依存し、一定のσ3応力条件下であってもσ2が変化することで断層に
よる透水異方性が顕著になることを示したことは、今後の実験地質学の方向性を示唆する重要な貢献である。 
 室内岩石実験を行なう最大の利点は、岩石に加える応力を制御できるため、原位置試験が難しい地下深部
の岩石に対しても強度や透水係数などの基本パラメータが得られることである。岩盤の変形を加味して地下
水流動を予測するためにはコンピュータシミュレーションが行なわれるが、初期条件として入力する基本パ
ラメータは室内岩石実験の結果から得られるものが多い。また、コンピュータシミュレーションで得られた
結果を検証するためにも室内岩石実験から得られる結果は重要である。本研究の成果は今後の室内透水実験
の高度化に寄与し、これにより地下環境中の複雑な水理・変形挙動の解明につながることが期待される。 
 
平成２８年１月２０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
